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健やかな成長を願って
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税　　　別 6月 7月 8月 9月

市 県 民 税 1期 2期

固 定 資 産 税 2期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 3期

6 月の納税など　納期限は 7 月 1 日㈪です。

人の動き（先月比）

人　口　43,025人　（－ 95 ）
　男　　20,543人　（－ 29 ）
　女　　22,482人　（－ 66 ）
世帯数　19,870世帯（＋ 35 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　19件（　36 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　20人（　50 人）

（2019年４月末現在）

　恒例のこいのぼりの川渡しが、4 月28日㈰から大
川地区で行われました。晴れ渡る空のもと、約１80
匹のこいのぼりが、肱川を力強く泳いでいました。
　災害の影響で、今年の「大川鯉のぼり祭り」は
中止になりましたが、来年度の開催に向け、地域
一丸となって復興に取り組んでいます。

　

大
洲
高
等
学
校
３
年
（
大
会
出
場

時
２
年
）
の
田
中
佑
哉
さ
ん
は
、
３

月
に
行
わ
れ
た
２
つ
の
カ
ヌ
ー
の
全

国
大
会
に
お
い
て
、
上
記
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、中
学
１
年
の
時
に
、

父
親
か
ら
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
ク
ラ

ブ
で
カ
ヌ
ー
を
始
め
ま
し
た
。「
真

剣
に
カ
ヌ
ー
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
中
学
２
年
の
夏
か
ら
で

す
。
ク
ラ
ブ
で
基
礎
を
学
び
、
高
校

で
本
格
的
な
指
導
を
受
け
、
戦
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

　

高
校
１
年
の
時
に
は
、
え
ひ
め
国

体
に
出
場
し
た
田
中
さ
ん
、「
そ
の

後
、
高
校
２
年
の
夏
の
大
会
で
は
、

良
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
レ
ー
ス
後
半
で
伸
び
が

足
り
な
い
の
で
、
持
久
力
を
も
っ
と

強
化
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
を
聞
く
と
、「
ま
ず

は
、
７
月
に
行
わ
れ
る
国
体
の
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
、
国
体
の
出
場
を

決
め
た
い
で
す
。
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ

ル
は
、
選
手
層
が
厚
く
、
競
争
が
激

し
い
競
技
で
す
が
、
自
分
が
満
足
で

き
る
レ
ー
ス
を
し
た
い
で
す
」
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

田　中　佑
ゆう

　哉
や

　さん（大洲高等学校カヌー部 3 年）

N E X T き ら め き

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
今年度から市県民税と固定資産税が ４ 期納付になります。

2019カヌースプリントジュニア海外派遣選手選考会
　カヤックシングル　200m 4 位（B決勝）・500m 9 位（B決勝）
第 1 回全国高等学校カヌー長距離選手権大会
　カヤックシングル　5000m 4 位
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　八幡浜・大洲喜多地区の救急医療体制が見直され、 6 月 1 日㈯から
二次救急当番病院および休日夜間急患センターの受入体制が一部変更
されます。

【二次救急当番病院】
▽日曜日の昼間帯の診療時間が午前 8 時30分～午後 6 時になります。
▽日曜日の夜間帯の救急病院が大洲中央病院から市立八幡浜総合病院になります。

【休日夜間急患センター】
▽日曜日の午後 8 時～午後１１時の時間帯が新たに診療対応できるようになります。

曜　日 昼間帯（午前 8 時30分～午後 5 時30分） 夜間帯（午後 5 時30分～翌午前 8 時30分）

月･火 市立大洲病院（西大洲）☎24︲2１5１

水 加戸病院（内子町）☎44︲5500

木
大洲記念病院（徳森）

☎25︲2022
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894︲22︲32１１

金･土 大洲中央病院（東大洲）☎24︲455１

日 大洲中央病院（東大洲）☎24︲455１

曜　日 昼間帯（午前 8 時30分～午後 5 時30分） 夜間帯（午後 5 時30分～翌午前 8 時30分）

月･火 市立大洲病院（西大洲）☎24︲2１5１

水 加戸病院（内子町）☎44︲5500

木
大洲記念病院（徳森）

☎25︲2022
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894︲22︲32１１

金･土 大洲中央病院（東大洲）☎24︲455１

日
大洲中央病院（東大洲）☎24︲455１

（午前 8 時30分～午後 6 時）
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894-22-3211

診療時間
平日・土曜　午後 8 時～午後１１時
日曜・祝日　午前 9 時～午後 6 時

診療時間
平日・土曜　午後 8 時～午後１１時
日曜・祝日　午前 9 時～午後 6 時
日曜（夜間）　午後 8 時～午後１１時

【二次救急当番病院】

【大洲喜多休日夜間急患センター】（東大洲　☎23-1156）

5 月31日㈮まで

5月31日㈮まで

6月 1日㈯以降

6月 1日㈯以降

救急医療体制が一部変更されます
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救
急
医
療
の
現
状

　

全
国
的
に
医
師
不
足
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
洲
市
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
や
、
へ
き
地
の

診
療
所
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
中
核
病

院
で
も
勤
務
医
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
休
日
や
夜
間
に
救
急
外
来

に
患
者
さ
ん
が
集
中
し
、
そ
の
病
院
に

勤
務
す
る
医
師
に
は
、
多
大
な
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
病
院
を
受
診
す
る
４
人
に
３
人

は
軽
症
患
者　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

八
幡
浜
・
大
洲
喜
多
地
区
の
二
次
救

急
病
院
の
受
診
者
の
う
ち
、
約
７
割
が

通
院
や
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
患

者
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

（図 1 ）平成30年症状の程度別救急患者数
（八幡浜・大洲喜多地区二次救急病院）

死亡･その他
77件　0.9%

重篤
30件　0.4%重症

422件　4.9%

中等症
2,150件
25.1% 特に軽症

4,256件
49.7%

特に軽症
4,256件
49.7%

軽症
1,627件　19.0%

特に軽症：通院不要
軽　　傷：入院不要
中 等 症： 3 週間未満の入院必要
重　　症： 3 週間以上の入院必要
重　　篤： 命の危険があり専門的

な治療が必要

平成30年
１ 月～１2月
合計8,562件

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

う
え
で
、「
医
療
」
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
、
地
域

医
療
の
現
場
で
は
、
患
者
の
増
加
を
は

じ
め
、
医
師
の
不
足
・
高
齢
化
と
い
っ

た
課
題
を
抱
え
て
い
て
、
厳
し
い
状
況

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
救
急
医
療
の
現
場
で
は
、
軽
い

症
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
救
急
外
来
を
利

用
す
る
患
者
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
一
刻
を
争
う

状
態
の
患
者
へ
の
治
療
が
遅
れ
て
し
ま

い
、
助
か
る
命
を
助
け
ら
れ
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外

の
診
療
の
増
加
は
、
医
療
現
場
へ
の
負

担
を
増
や
し
、
人
手
不
足
と
さ
れ
る
医

師
や
看
護
師
の
さ
ら
な
る
離
職
を
生
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
こ
の
地
域
で

医
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。
救
急
医
療
体
制

の
役
割
や
機
能
を
正
し
く
理
解
し
、
症

状
に
応
じ
た
医
療
機
関
を
適
正
に
受
診

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
医
療
に
対
す
る
意
識
を
変

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
「
地
域
医

療
」
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
の
か
、
ど
う
行
動
す
べ
き
な
の

か
を
考
え
ま
す
。

（特集）

地域医療の未来を考える
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安
易
な
救
急
病
院
受
診
に
よ
る
医
療

現
場
へ
の
負
担　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
平
日
・
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
」、

「
昼
間
は
病
院
が
混
ん
で
い
る
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
、
軽
い
症
状
で
も
休
日

や
夜
間
に
救
急
病
院
で
受
診
す
る
人
が

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
安
易
な
救
急
受
診
が
増

え
る
と
、
医
療
現
場
の
医
師
や
看
護
師

の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。す
る
と
、

医
師
が
地
域
か
ら
出
て
い
く
こ
と
に
な

り
、
地
域
で
医
師
が
不
足
す
る
事
態
を

招
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
残
っ
た
医
師

な
ど
へ
の
負
担
が
さ
ら
に
大
き
く
な

る
、
と
い
っ
た
悪
循
環
が
生
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
重
症
な
患
者
や
入
院
患
者
の

急
変
な
ど
、
一
刻
も
早
い
受
診
、
治
療

を
必
要
と
す
る
人
へ
の
対
応
に
支
障
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

 

救
急
車
の
利
用　
　
　
　
　
　
　
　

    

　　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
（
図
２
）。
救
急
車
の
台

数
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
緊
急

性
が
な
い
場
合
で
の
救
急
車
の
利
用
が

多
く
な
る
と
、
本
当
に
必
要
な
人
が
緊

急
時
に
利
用
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

                             

（図 2）救急出動件数および搬送人員の推移
（八幡浜・大洲喜多地区二次救急病院）
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3254 3221

3335 3344

2780
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3108
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3179 3157

1500

2000

2500
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3500

出動件数

搬送人員

【救急車配備】 
大洲消防署本署 2 台 
長　浜　支　署 1 台 
川　上　支　署 1 台 

H24　　 H25　　 H26　　 H27　　 H28　　 H29　　 H30

出動件数 搬送人数

大 洲 消 防 署 本 署 １,832　　 １,737（１,１35）

長 浜 支 署 363　　 339 　（27１）

川 上 支 署 242　　 224 　（１60）

内 子 消 防 署 本 署 752　　 7１0 　（5１9）

小 田 出 張 所 １55　　 １47 　（１１0）

合 計 3,344　　 3,１57（2,１95）

平成30年救急業務状況

（　）内の数値は65歳以上

5 広報おおず 2019年 6月号



救
急
医
療
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

 
救
急
医
療
と
は　
　
　
　
　
　
　

         

　

大
洲
市
で
は
、
愛
媛
県
お
よ
び
近
隣

市
町
と
連
携
し
、
身
近
に
医
療
を
提
供

す
る
初
期
医
療
か
ら
、
入
院
医
療
を
主

体
と
す
る
二
次
救
急
医
療
、
高
度
・
特

殊
・
専
門
的
な
医
療
を
担
う
三
次
救
急

医
療
に
至
る
ま
で
、
３
段
階
の
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

初期救急医療（一次救急医療）

大洲喜多休日夜間急患センター

　入院治療の必要がなく、外来で対処しうる帰宅可
能な軽症患者に対応する救急医療です。診察の結果、
手術や入院の必要がある場合には、二次救急病院な
どへ紹介されます。

【注意事項】
▽ 健康保険証は、忘れずに持参してくだ

さい。
▽ センターは応急処置が主であり、レン

トゲンや詳しい検査はできません。
▽ 薬は、基本的に １ 日分もしくは休日分

の処方となります。
▽ 他の医療機関から処方された薬がある

場合は、医師または看護師に申し出て
ください。

▽ 中学生は診察できます。小学生は、か
かりつけ医にご相談ください。

診 療 科 目 内科

診 療 時 間
平日・土曜　午後 8 時～午後１１時
日曜・祝日　午前 9 時～午後 6 時
　　　　　　午後 8 時～午後１１時※

住 所 〒795－0064
大洲市東大洲88番地 １

電 話 番 号 0893－23－１１56

●喜多小学校

●

総合
体育館●

●
JA愛媛
たいき

●
大洲
農業高校

大洲喜多休日夜間
急患センター

←西予市 内子町→
56

愛媛県大洲庁舎

愛媛県子ども医療電話相談 こどもの救急（Webサイト）
　急な発熱など子どもの急病などで、受診したほうが良いのか、
様子をみても大丈夫なのか。看護師（必要に応じて小児科医）
が家庭での応急対処の方法など、電話でアドバイスします。

　サイト内の「気になる症状」を選
択すると、子どもの症状に合わせて、
その対処方法を知ることができます。

【利用できる時間帯】
平　日　午後 5 時～翌朝午前 8 時
土曜日　午後 １ 時～翌朝午前 8 時
日・祝　午前 8 時～翌朝午前 8 時

【対象年齢】
生後 １ カ月～ 6 歳♯ 8 0 0 0

軽 

症

※日・祝の午後 8 時～１１時の診療は、6 月 １日から対応開始です。
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三次救急医療 二次救急医療
　初期、二次救急では対応が難しい、高度な専
門的医療を必要とする重篤な救急患者に対応す
る救急医療です。県内では、下記の 4 病院が救
命救急センターとして24時間体制で担当します。

　入院治療や手術を必要とする重症患者に対応
する救急医療です。八幡浜・大洲圏域にある 5
つの病院が救急告示医療機関として、曜日ごと
に輪番制で対応しています。
　通常、入院や手術が必要と判断された患者が
救急車で搬送されるのは、この二次救急医療の
病院です。

　

地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
は
、
救
急
病
院
や
救
急
車
を

正
し
く
利
用
す
る
と
い
う
市
民
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
救
急
医
療

を
本
当
に
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
適

正
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

通
常
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る                

　

救
急
医
療
は
、
あ
く
ま
で
救
急
事
態

に
備
え
る
た
め
限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ

フ
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
診
療
時
間
は
、
診
療
時
間
外

に
比
べ
、
検
査
な
ど
を
含
め
た
診
療
体

制
が
よ
り
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

休
日
・
夜
間
は
初
診
料
が
通
常
よ
り
も

加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
、

通
常
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

 「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ                                    

　

病
気
に
な
っ
た
時
の
初
期
の
治
療
や

健
康
に
不
安
を
感
じ
た
時
に
相
談
で
き

る
、
身
近
な
医
者
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
の
不
調
を
感
じ
た
と
き
は
、
早
め

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
相
談
し
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

小
児
救
急
電
話
相
談
を
利
用
す
る                

　

夜
間
・
休
日
に
子
ど
も
の
急
な
病
気

で
対
応
が
心
配
に
な
っ
た
ら
、
小
児
救

急
電
話
相
談
（
☎
＃
８
０
０
０
）
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。看
護
師
や
医
師
か
ら
、

子
ど
も
の
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
対
処

の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

 

救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
心
が
け
る        

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
緊
急
性
が

あ
り
、
本
当
に
必
要
な
時
に
救
急
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

休
日
・
夜
間
の
急
な
病
気
は
「
大
洲

喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」
へ

　

急
患
セ
ン
タ
ー
は
、
休
日
や
夜
間
の

急
病
（
急
な
発
熱
、
感
冒
症
状
、
嘔
吐
、

下
痢
、
め
ま
い
な
ど
）
に
対
し
て
診
療

し
ま
す
。

 

休
日
の
小
児
科
は
輪
番
制
で
す                         

　

大
洲
市
・
八
幡
浜
市
・
西
予
市
・
内

子
町
・
伊
方
町
の
小
児
科
医
が
、
日
曜
・

祝
日
、
年
末
年
始
に
輪
番
で
診
察
を
し

て
い
ま
す
。

　

当
番
医
は
、
広
報
お
お
ず
（
26
ペ
ー

ジ
）
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

曜 日 昼間帯 夜間帯
月・火 市立大洲病院（西大洲）

水 加戸病院（内子町）

木 大洲記念病院
（徳森）

市立八幡浜総合病院
（八幡浜市）

金～日 大洲中央病院（東大洲）

救急当番病院〈 ５月31日㈮まで〉

※ 6 月 １ 日㈯以降、救急当番病院の受入体制が一部変更
されます。詳しくは、 3 ページをご覧ください。

重 

症

東予救命救急センター
（県立新居浜病院）

中予救命救急センター
（県立中央病院）

愛媛大学医学部附属病院
（基幹連携病院）

南予救命救急センター
（市立宇和島病院）

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

7 広報おおず 2019年 6月号




